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しめきりを一日過ぎた言い訳
古川モトイ
「しめきりを一日過ぎた言い訳」というタイトルで文をしたためる羽目になるなど想像だにしていなかった。「まだまだ余裕がある」とタカを括っていたら、なんてことはない仕事が一週間に集中したこととTEKKEN7をやりすぎて文章に全く手がつかなかったのだ。名古屋市緑区の音楽の仕事からの帰り道、過去に書いたものでお茶を濁そうと心に決めた。決めたにも関わらずそれを提出していないこの有様はひどい。兎にも角にも申し訳ない。一応シンガーソングライターなので作詞したモノは豊富にある。御目汚し申し訳ないが、これで堪忍していただきたい。なおCOOL_METABOLICは小生の別名である。重ねて申し訳ない。
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押入れから、豹が。
渡邊利道
何てことだ。まさか押入れから豹が飛び出してくるとは思わなかった。どうしてこんな巨体が中板の上に乗っていられたのかあんなペラペラの板落ちるだろう普通と思いながら豹が私に襲いかかるのを腰が砕けて後ろに倒れながらほとんど呆然と見ている私に、両前肢が伸びてくる爪がぎらぎら光る。にゅっと頸が伸びて大きく顎を開けピンクの喉奥からキナくさい息がびゅうびゅう私の顔に当たって火薬のように爆ぜるので目がしばしばして裏返る。洞窟を渡る風のような唸り声と漆黒の闇のような瞳を見た気がするが闇雲に視点が狂ってわからない。これはいったいどうしたことか何故こんな目に遭ってしまったのかこれは何かの罰なのか。ナルホド私は彼女の部屋に上がり込んでその不在をいいことに勝手に押入れを開けてみようとした。しかし彼女はただちょっとのあいだ台所へ向かっただけであり、私は床がちょっと固かったので押入れに座布団でもないかと思って襖を開けただけなのだ。たしかにつくづく思い返してみれば、それは多少はうら若い彼女の寝具が収められているだろう押入れの中へのいかがわしい興味がまったくなかったとは言えないだろう。しかしそれは思わぬ僥倖たんなる偶然をそこはかとなく期待するようなものであり決して積極的に押入れの中の棚やら行李やらを開けよう探ろうという考えがあったわけではない。そもそもこの部屋に私を誘ったのは彼女のほうで何やら私に会わせたい人がいるとか見せたいものがあるとかそういう曖昧な誘いをもちろん私だってそうそう自分に都合良く解釈したわけではないが、それは多少は色めく気持ちがあったあったともそれは認めるに吝かではない。そりゃあそうだろうだってそうだもの。いまこうして緊急事態になってもすぐに謎めいた微笑みが脳裏に浮かぶくらいでそれはもう蠱惑的と言っていい表情だったのだ。だから彼女がちょっと待っていてくださいねお茶を淹れてきますと言って席を立ったとたん一人で部屋の中央に座っているのが落ち着かず、窓外の日が暮れて黄昏の赤の前の黄色からオレンジに移っていく空をぼんやり見るともなく見ているうちに私は立ち上がって押入れを開けてしまったのだ。そして押入れから豹が飛び出してきて私は背中から畳に落ちずっしり重たくて柔らかい巨体にぺしゃんこに押し潰され、両肩に食い込んでいる爪の下でもがくがまったく身動きが取れずこのまま気が遠くなりそうだというか半分そうなっているというかいっそ気を失ってしまったら楽かもしれない。しかしシャツが皮膚と肉ごと破れて血がドバドバ流れるのを豹がちょっと嫌がるそぶりでからだを浮かせたからその瞬間に自分でも驚くほどの素早さでいまだッとばかりに俯せになって潰れた下半身を引っこ抜いて逃げるその脹脛にひょいっとなんでもない軽さで豹が齧りつき、紙ふうせんを握りつぶすように脹脛がぐしゃっと破裂して絶叫のあとに激痛がおっかけてくる掴まったら終わりだと思う思う思う思うがどうしようもないではないか。そのとき台所につづく引き戸がガラッと開いて「あらあらなにしてるの」と彼女が目を丸くして小走りで近寄ってき、その瞬間に豹が私の背中にどすんと乗っかってくる背骨がボキボキ折れる音を聞きながら縋りつくと彼女は困ったような顔で「せっかく新しいのを連れてきてあげたのにもうダメにしちゃって、ほんとに」と言い、あっさり私の肩を抱いて胸のあたりからビリビリ破って西日が氾濫する開け放たれたアルミサッシから部屋の外へ放り投げ遠ざかって行く私のことなどふりかえりもせずに彼女は豹をその胸に受け止めるのだ。そんな殺生な! と声をもなくひらひら風に舞い上がり聖母子像のような彼女と豹がどんどん遠ざかっていきもはや声をも届かない地上150メートルのビルの屋上から羊羹のような色の空に向かって私はただひらひらひらひら飛んでいく。
他人の畑で雑句ザク
フトリーキング
ドラゴン(松岡ヒロシ)
今この原稿を書いている最中に、テレビから突然「このハゲェーッ!」という女の叫び声が響き、私の度肝を抜きました。日本中が爆笑の渦に飲み込まれた、ご存知おてんば衆議院議員・豊田真由子ちゃん(42)御乱心というニュースですね。
この話題をテレビで取り上げる際、必ず最初に「このハゲェーッ!」の絶叫が出てきます。直前までアナウンサーが静かに別の深刻なニュースをしかつめらしく伝えた後のこれです。とてもキャッチーですし、彼女の中で燃え上がる感情は、漏れたプロパンガスに着火したかのような爆発力で素晴らしいと思いました。この火炎放射器のような絶叫は、007の悪役か北斗の拳のザコキャラの酷い死に様の絶叫のようにも聞こえるので、ゆったりごろ寝なんぞしながら鼻くそホジってテレビを観ているこちら茶の間にうったえるものが有り余り、世間様も思わず飛び起きて腹を抱えたのではないでしょうか。怒られ秘書さんには気の毒ではありますが、中年男には似つかわしくない蚊の鳴くような声での「すいません、すいません」というのも、この作品の完成度に大変貢献していると感心しました。あの絶妙な秘書さんの声の合いの手が、怒鳴るほうも怒鳴りがいがあるのではなかったではないでしょうか。
しかし、あのようなハッスルは普通に側から見ればとても聞き苦しく正視に耐えられないものです。怒る側は深呼吸したりして、湧き上がる元気から一度タイミングをずらして冷静に冷静に。
とは、なかなか人間いかないものです。真由子ちゃんほどではないにせよ、頭に血が上って悪態の雨あられというのは、身に覚えのある方も大勢いらっしゃるかもしれません。一体何がその人にとっての起爆剤なのかは人それぞれですし、相手が同一人物であれば積み重ねというものもありますし、立場や責任において大爆発ということもあると思います。しかし、誰か第三者がそばにいたりしてその状況を咎められたりすれば、あそこまで調子に乗らなかったかもしれませんね。
調子に乗り怒り大爆発といえば、先日食べ放題の某焼肉店へと赴いたのですが、そこで大爆発するお客さんを見ました。
少しランチタイムを過ぎたあたりに私は入店しましたが、ちょうど外回りの営業やら肉体労働やらだらしの無い格好の金髪ママと小汚いお子様たちが、眼の色を変えて肉に群がる死霊のえじき状態がまだまだ続いていました。7~8割方はデブや近似の方々が多い店内はそれはそれは賑やかでして、取り放題パレットに肉が並ぶや否や、「ママー!肉来たー!」「ヨッちゃん、ホルモン!ホルモン!」と、下品なお客さんのレスポンスがとてもよく、私もついついそれに乗せられ、ワレもワレもの集団にダイブイン。目の前でウロウロ漂う邪魔なガキにヒザ蹴りなぞ入れながら、カルビだハラミだホルモンだと奪い合っていました。
邪魔なガキの後頭部にヒジ打ちを入れてやれと気を取られてる間に、あのだらけたスウェットの小太りママに壺漬けカルビ全部持ってかれた、ガキ許せねえチクショー…でもムチムチしたあの壺漬けママは可愛いかったなと、トボトボ席に帰っていると、従業員出入り口の前にヨレヨレの白いTシャツを着た質量140kgはありそうな銀ブチメガネの巨デブが、脂ぎったザンバラ黒髪をペタペタ横へ撫でつけながら短い腕を組んで、中へ向かって何やら叫び声を上げていました。
なんだろうと聞き耳を立てていると、店長だかマネージャーだか出てこいと要求しているようでした。ああ、そうか…確かに食事時間が決まってるのに客の数に対して肉の提供が少ない上に遅いかもな…と、まああの巨デブが言わんとすることもわかると、次の壺漬けカルビが提供されるまでサラダをつまみながら待っていました。
ふと見ると、ノータイの店長らしき人物が巨デブの前でペコペコ頭を下げていました。やはり巨デブは店の提供量について何やら意見しているようでした。こんなに人がいてこの肉の提供量じゃ奪い合いになって、まともに食べらんないじゃないか!同じ料金払って好きなもの食べられなかったら損だし、こんなのは詐欺だ詐欺!と、ぶよんぶよん身体を揺らしながら大声で吼えておりました。まあ、巨デブの言うこともわからんでもないけど、デブが食べ物のことで興奮してる姿ってのはリアルすぎて気分のいいもんじゃねえや…と、私を含めたデブ族やその亜種の小太り達が充満する店内に、そんな冷ややかな空気が流れはじめました。
呼びつけられた店長は洋梨のような体型をしたおっさんで、いかにも気弱そうなおどおどした物腰で、巨デブの溢れんばかりの食欲を「はい、すみません、申し訳ありません」と受け止めていました。すると巨デブはそんな自分の言うことに何にでもおどおど答える店長にますます気分が高揚してきたようで、身振り手振りも交えて声も大きくなっていきました。店内は躾されていない元気なお子様の叫び声、下品なおじ様たちのバカ笑い、肉感的で脇が臭そうなところがセクシーなママさんたちの相槌の合唱、そして巨デブの怒鳴り声。前衛音楽もびっくりな混沌としたノイズと脂まみれのヘイズの中で、巨デブはどんどん興奮しこんなことを叫び出しました。
「だーかーらー、あいつら邪魔だっつーの!なんとかしろよ!」
「オレも客だぞ!あいつらに気を使ってかきわけて肉を取りにいかないのに、なんで他のデブを注意しないんだ!金返せよ!」
店内は巨デブのこの叫びが響くや、途端にシーンとなりました。
「あいつら吹っ飛ばしたり潰してもいいんならオレも遠慮なく突っ込むぞ、いいんだな!子供は死ぬぞ!」
この巨デブは何を言ってるんだ?というヒソヒソ話が、あちこちのデブから上がってきました。飲食店で人の生死の話まで出しているのに店長は「いやあ、他のお客様にそういったことを申し上げるのは」と相変わらずおどおどしながら対応していて、また巨デブを調子に乗らせます。周りにいるデブたちもだんだん状況がわかってきて、気まずい雰囲気が蔓延していきました。
そこへ土工らしき作業着姿で50絡みくらいのコロコロしたデブがやってきました。
「何をごちゃごちゃやっとんのや?うるさいわ」
巨デブに土工デブはドーンと突き出た腹を向け睨みました。
「何が邪魔だ、お前さんがこの中で一番のデブで邪魔なんだよ」
「肉が取りたきゃ取ればいいだろが。そんな子供が死ぬとかワケのわからんこと喚いて、気をつけて動きゃいいだろ。デブすぎてそんな簡単なこともできんのか?」
店内は更に静かになりました。
「お前さんがブクブク太ろうがこっちには関係ないけどもやな、太り過ぎてまともに動けもせんお前さんにデブなんて言われる筋合いもなきゃ、お前さんの太り過ぎが原因でこっちがケガする筋合いもないわ。痩せてから来い」
そこかしこでクスクスと笑い声が聞こえてきました。予想もしないところからカウンターを食らった巨デブは目をパチパチさせながら土工デブに怯んでいます。
そこにどこからかこんな怒鳴り声が聞こえてきました。
「もっと加減してメシ食えデブ!」
店内のそこかしこからデブの笑い声が溢れてきました。畳み掛けるようにどこかのお子様が大きな声で周りの大人にこう聞きました。
「あの人なんであんなに太ってるの?」
爆笑が起こりました。こうなると巨デブも黙らざるを得ません。土工デブは店長にもペコペコばっかすんな!と叱っていました。
巨デブは「まあええわ!」と捨てゼリフを吐きながら席に帰ろうとしましたが、土工デブはすんなり帰らせません。
「おたくさん人のことは偉そうに言っとったけど、さっきはロースとカルビを根こそぎ独り占めしとっただろ。まだエサ食うつもりか?あんたそんな肥えても誰も買わんから」
もう私たちデブはガマンならず声を上げて笑ってしまいました。
巨デブはそのまま店を出ようと身支度をはじめましたが、皿にはまだ先ほど取ってきた肉が残されていました。食べ放題の店での食べ残しは罰金です。また元気いっぱいな頭の悪そうなお子様が大きな声で言いました。
「あ、あの人食べ残し!」
巨デブは「払うわ!」と誰に言うわけでもなく大きな独り言のように言うと、レジの方へポヨンポヨン向かっていきました。店長は何も言わず、手をモミモミさすりながら何回も店内のお客さんにお辞儀をしていました。
そんな中、何事もなかったかのように厨房から銀のプレートを抱えたおばさまが現れました。
「お待たせしました、塩カルビが入りまーす」
一瞬にして沈んでいた店内にまた活況が戻り、下品なデブ連中が一斉にプレートへ駆け寄りました。そんなぶよぶよしたゼリー状の騒がしい一団の向こう側に、巨デブが不機嫌そうにレジで金を払って出て行く寂しい光景が見えていました。
しかしまあこういった、少々興奮しすぎの人に対する接し方というのは、例の秘書さんもそうですが、あまりヘイコラへいこらするのは逆効果であると思いますし、そこまでかわい子ぶって相手にしないのが得策だということを、この巨デブのことからも世の中の秘書さんに僭越ながら申し上げたいですね。
最初は違う内容の記事を書いていましたが、豊田真由子ちゃんの絶叫のせいでふと書き換えたはいいのですが、わけがわからない記事と終わり方になってしまいましたが、あの、すみません。運転中でもありますので、叩くのは……申し訳ありません。
リビングデッド・シスター
弾射音
6
次の日も、僕は母に会社へ行かされた。母は一人で大丈夫だと言い張る。ただ、冴子を縛ってあるロープをよりきつくしてほしいと言われた。出勤する前に、二人で苦労して何とかよりしっかりと冴子を縛り上げた。
会社にいても、僕は上の空。冴子のことが頭から離れない。当たり前だろう。仕事にかまけて冴子のことを忘れてしまうなど、人でなし以下だ。
待てよ? 父は会社で平気に仕事をしているのだろうか。
父のことはどうだっていい。冴子のことを何とかしなくちゃ。
会社にいても、冴子のために何かをしたい。僕は昨日に引き続き、上司の目を盗んでネットでゾンビのことを調べた。
もともとは、ゾンビは生きている死体というものだった。死んだ人間が、何かの理由で死体のまま生き返り、さまよい歩くものだ。
これには、ブードゥー教が関係している。ブードゥー教の司祭が死体をゾンビに作り上げるのだ。死体が腐る前に死体の名前を何度も呼び、蘇らせる。そして、奴隷として売り払い、使役するのである。
だとすれば、冴子はとっくに死んでしまったのだろうか。ベッドの上に縛りつけられ、悶え、唸り声を上げる冴子は、本当は死体なのだろうか。
いや、そんなはずはない。最初はただの風邪だった。ちょっと熱があっただけだ。風邪で死ぬはずがない。
それとも、夜のうちに何らかの原因で死に、朝までの間にゾンビになってしまったのか。
しかし、ゾンビになるにはそれなりの原因がある。ゾンビを作るには、ゾンビ・パウダーが必要らしいが、誰かが冴子の部屋に忍び込み、パウダーを振りかけたとは考えにくい。
呪術師が冴子のことを呪ったのだろうか。だが、一体誰がどうしてそんなことをするのか。
いかんいかん。僕はまだゾンビの存在を信じている。ゾンビの存在を前提にしている。ゾンビのことは忘れなければ。冷静に、理性的に対処しよう。ゾンビなどというものは、この世の中にはいない。冴子は病気にかかったのだ。未知の病気に。
病院に運べば、病院がどんな病気かを発見してくれるだろう。
父と母を説得しなければならない。自分たちで連れていくにしても、救急車を呼ぶにしても、父母の同意は必要不可欠なのだ。もちろん、自分で勝手に救急車を呼んでもいい。救急隊員が来てしまえば、冴子を渡さざるをえないだろう。家の前で救急車を待つ必要もあるだろう。父か母が応対すれば、通報は間違いだったと言って救急隊員を追い返すかもしれない。
しかし、そんなことをすれば、親子の関係に決定的な溝ができあがることも事実だ。
何とか全員一致で医療機関に冴子を委ねることができたらいいのに。
「高梨くん、何してるの?」
いきなり背後で声がするので僕はびっくりして飛び上がった。
振り返ると、由希子だった。僕はあわててインターネットのブラウザを終了させた。
「サボってたんじゃないでしょうね」と言って、由希子はウィンクする。
「ち、違うってば」
冷や汗たらたらものだ。室内を見渡したら、課長は席を外していた。ほっと胸を撫でおろす。
仕事が終わって帰宅するときにも、由希子は寄ってきた。
「一緒に帰ろ」
「う、うん」
「よお、ご両人。お熱いねえ」
先輩の喜田が囃したてる。僕には反抗する心の余裕もなかった。
「ちょっと喫茶店にでも寄ろうか」
道を歩きながら、由希子が言う。
「いや、今日は急いでるんだ。ごめんね」
「そう」
由希子はとたんに残念そうな顔になる。
申し訳ないとは思う。お茶どころか、食事だってしたいくらいだ。だが、冴子を放っておいて由希子といちゃいちゃする気にはとうていなれない。
結局、僕たちは地下鉄で途中の駅まで一緒に行っただけだった。お休みと言って、由希子は寂しげに去っていく。ああ、僕はなんて冷たい男なんだ。三十分ぐらいなら、お茶でもすればよかったのに。
帰宅すると、さっそく冴子の様子を見に行った。今朝と変わりはなかった。同じように、ベッドの上で身悶えし、僕の顔を見ると飛びつこうとするような仕草を見せる。
「ごめんね。ごめんね。何にもしてやれなくて」
涙ながらに言うが、冴子は唸り声を上げるばかりだ。
その後は急いで食事とお風呂をすませ、自分の部屋のテレビで昨日借りたDVDの続きを観る。「ゾンビ」は観るのがつらかったが、妙な義務感から最後まで観通した。次は「ナイト・オブ・ザ・リビング・デッド/死霊創世記」だ。今日は金曜日。夜更かしができる。残りの二本も今夜中に観るつもりだった。
「ナイト・オブ・ザ・リビング・デッド/死霊創世記」では、ゾンビに関してヒントとなるようなものはあまり見つからなかった。ただ、ゾンビがいかに危険なものかを痛感させられた。しかし、同時に我が身を振り返らされもした。可愛い妹を、僕はゾンビを見るような目で見ているのだろうか。
最後は「ショーン・オブ・ザ・デッド」。パッケージからコメディだと事前にわかっていたが、実際に観てみると、怒りとやりきれなさでいっぱいになった。ゾンビをパロディのネタに使うなんて。現実に苦しめられている人がいるのに、どうしてこんな映画を作るのか。もちろん、冷静に考えてみれば、制作者たちに悪意がないことはわかる。何しろ、ゾンビなどというものはこの世の中には存在しないのだ。しかし、ゾンビとコメディを結びつけるというのはどうしても今の僕には受け入れられなかった。
冴子がこんな状態じゃなかったら、この映画もあははと笑って楽しめただろうが。
気がつくと、テレビがつけっぱなしになっていた。
映画を観ているうちに、居眠りしてしまったらしい。連日の睡眠不足で、とうとうダウンしてしまったのだ。
壁の時計を観る。もう、昼近くになっている。僕はトイレへ行き、リビングへ行って父と母におはようの挨拶をし、それから二階に戻って冴子の様子を見に行った。
冴子は相変わらずベッドの上で身悶えし、唸り声を上げている。僕はそろそろと近づき、昨日と違うところがないかどうか確かめた。
シーツや掛け布団に、青白いシミがいくつも付着していた。
最初は、冴子がお漏らしをしたのかと思った。だが、事実はそうではなかった。冴子の全身から膿が出ており、それがシーツや掛け布団に付着しているのだ。
つまり、冴子の体は腐りはじめていることになる。
なんてことだ。本当に死体になってしまったのか。それとも、これは冴子が罹患している疫病の特徴的な症状なのか。どちらにしても、大変なことである。早急に手を打たなければならない。
僕は一階のリビングに降りていった。
「健一、食事はどうするの?」
母がのんびりした口調で言う。僕はいきなり頭から湯気を上げた、たった数日で、もう平気になってしまったのか。
「食事なんかどうだっていい!」
僕は怒鳴った。
「冴子の体は腐りはじめている。何とかしなきゃ。のんびりしている暇はないんだ。今すぐ救急車を呼ぼう」
「健一」
それまでテレビを観ながら新聞を読んでいた父がこちらに目を向ける。
「そんなことはパパもママもとっくに知っている」
「だったらなぜ」
「健一、落ち着け。おまえはママに、一週間様子を見ると約束したそうじゃないか。まだ一週間経っていないぞ」
「そんなこと言ってる場合じゃないんだ! 冴子が死んでしまうかもしれない。早くお医者に診せなきゃ」
「救急車は呼ばない」
父がきっぱりと言う。
「じゃあ、僕たちで病院へ運ぼう」
「それも駄目だ」
「じゃあ、なぜ」
「冴子は人を襲う。人様に迷惑をかけるわけにはいかない」
「じゃあ、父さんは冴子が死んでしまってもいいと言うの?」
「そうは言っていない」
「言ってるのと同じじゃないか」
「健一!」
父がいきなり怒鳴る。僕は思わずびくっとして首をすくめた。
「パパの言うことが聞けないのか。俺はおまえをそんな息子に育てた覚えはない。いいか、健一。これはうちの家庭だけの問題じゃない。世の中の問題なんだ。たとえば冴子を入院させたとして、もしも脱走したらどうなる? 冴子一人じゃすまなくなるだろう。大勢の人間に伝染してしまうかもしれない。考えるんだ。そして、冴子がどうなるか、見守りつづけるんだ」
「結局は冴子が死ぬのを放っておきたいだけなんだ」
「まだ言うか!」
再び父が怒鳴る。僕は父の迫力に、言い返せなくなってしまった。ひ弱な僕と違って、父はがたいがしっかりしている。学生時代は柔道をやっていて、段を持っている。社会人になってからは、登山が趣味になった。柔道家でアウトドア派で、アルピニスト。インドア派の僕には、たとえどんなに頑張っても太刀打ちできない。
「健一の気持ちはわかる」
一転、父の声は優しげなものになった。顔に微笑まで浮かべている。
「パパとママも気持ちは一緒だ。冴子を何とかしてやりたいという思いに変わりはない。だがな、性急に事を進めると、大変なことになりかねんのだ。ここはぐっと我慢しろ。大丈夫だ。膿は染み出ているが、相変わらずベッドの上で暴れ回っている。もう少し様子を見よう。な?」
僕はうつむいてしまった。世間体が気になるだけじゃないかと言い返したかったが、できなかった。悔し涙で目がうっすらとにじみはじめる。
「健一、食事をしましょうね」
母が猫撫で声で言う。僕は反抗する力をなくし、母についてキッチンへ入っていった。
食事を終え、自分の部屋に戻って、スマホを手に取る。
メールが何通か届いていた。
送信者の中に由希子の名前があるのを見つけて、僕はドキリとした。
メールを開く。そこには、こう書いてあった。
週末なのに、デートのお誘いもなしね。
具合がまだよくないの? それとも、私にもう飽きちゃった?
返事を待ってる。
送信日時を見る。今日の早朝だ。僕はあわてて返信を打ちはじめた。
ごめん。機嫌損ねた?
実は、妹が病気で、外へ出られないんだ。
この埋め合わせはいつかきっとする。だから許して。
送信すると、数秒後に今度は通話の着信があった。
「もしもし、高梨くん?」
「ああ、由希子ちゃんか」
「高梨くん、ごめんね。家庭の事情があったのね。それなのに我が儘言って」
「別にいいよ」
「妹さんは大丈夫なの?」
「うん──大したことない」
「そう。よかった。機嫌損ねてない?」
「君こそ、機嫌損ねたんじゃないの?」
「あたし? あたしはそんなことしない。高梨くんのことが好きだから」
「ありがとう。じゃあ、もう切るね」
「うん。じゃあね。妹さん、お大事に」
通話を切る。スマホを握り、その手を額に当てて、また涙がにじんできた。
【続く】
地獄の悪魔。魔王に盾突いたことで右腕を切り落とされ、地上に放り出される。地上では悪魔の能力が半減する。それを補うには人と融合することが唯一の方法だ。
放り出された場所に人がいなければそれもかなわず、また肉食のために捕食できないと餓死することもある。それに追い打ちをかけるように刺客も送られる。
XIGMADが放出された場所は日本のあるビルの屋上。そこに偶然自殺直前の男がいた。XIGMADはどうせ死ぬ命なら俺にくれと半ば無理やり自殺男と融合する。刺客はすぐやってきた。背後から怪人サーモンベアーが殴りかかってきた。XIGMADは融合中にビルから飛び降りることになってしまった。
それを追うようにサーモンベアーも飛び降りる。落下しながらサーモンベアーがXIGMADに噛みついてくる。右腕を食いちぎられ、絶叫しながらXIGMAD Greif jointに変身する。車の上に落ちたXIGMADはその車の部品を使って右腕を形成する。迫りくるサーモンベアーの強力な顎の攻撃を右腕の羽を盾にしてかわす。Greif jointの羽は指のように自在に動き、XIGMADを効率よく防御する。そのまま逃げるが巨体とは裏腹に機敏に走ってくる。鮭の顔の3mの熊が走っているのだ。XIGMADは変身しているとはいえ、右腕を切断、再生したばかりで体力が回復していないので、逃げるしかないのだ。あるビルの非常階段に逃げ込む。巨大なサーモンベアーは登ってくれないはずだと高を食っていたら階段を無視して破壊しながら上がってくる。XIGMADもジャンプしながら駆け上がる。左腕のガントレットのサイコロを回転させ専用武器クナイを召喚し、階段を切り落としてサーモンベアーが登ってくるのを阻止する。落下した階段で手などを叩き落され滑り落ちるように落下する。それでも壁に腕や脚を押し付けてとどまり、さらに駆け上ってくる。屋上まで登り切ったXIGMADは態勢を立て直して、サーモンベアーに向かって落下する。それにひるんだサーモンベアーの首をアームロックしてクナイで切り付ける。振り払おうともがくサーモンベアー。落下しながらクナイで首を切断する。しかし、そのまま最下階の床に叩きつけられ、サーモンベアーの脚は粉々に粉砕骨折し、当たりは血まみれになる。狭い階段ボックスの中で階段ごと滅茶苦茶になりながら、その衝撃でXIGMADもダメージを受ける。暫くしてサーモンベアーは灰になる。立ち上がるXIGMADの背後から次の刺客、全身に刃物が生えている怪人、マンドリルが襲い掛かる。
XIGMAD『ジグマッド』は、地獄から追放された悪魔。人と融合し自身を抹殺にやってくる刺客たちと戦う。左腕のガントレットに内蔵されたサイコロを使ってそれぞれ四つの自然現象を超能力とするフォームに変身する。フォームチェンジで変化するのは右腕と左肩。頭と腿やひざなどは体色のみが変化する。また青と黄色のスイッチをタップしてサイコロを回し、四つのフォームの専用銃と刀を召喚する。一回タップで刃物、二回タップで銃を選ぶこことができる。その際、いったんサイコロが青や黄色が上になり、償還後すぐに現在のフォームのサイコロ面に戻る。
刺客たちは人を捕食するため、それから人を守ることもある。
人と融合直後に刺客怪人サーモンベアーに右腕を食いちぎられ、人間態でも右腕を消失している。そのため、自分で機械を合成して義手を作っている。
全長/2.45m
体重/155kg
XIGMAD Greif joint『ジグマッド グライフ ジョイント』
白いXIGMAD。このフォームだけは任意のジェスチャ、所謂変身ポーズと変身コールで変身できるため、人間態から最初にこのフォームになる。防御力に優れていて、変身中の攻撃などにもある程度対応できる。
左肩の頭蓋骨は鷹の頭。右肩の羽は飛行用ではなく、防御用の盾の役割をする。また基本能力の雷も護身用であり、例えば離れた位置にある目標に対して雷撃を発するようなことはできない。
専用武器についても同様でalba knuckle machine gunとvalkoinen kunaiも近接戦用で射程距離など極端に短い。
サーモンベアー/
熊と鮭の合成怪人。強靭な顎はあらゆるものをかみ砕き、強力な黒い爪で攻撃する。
大柄ではあっても脚力も強く、最高速度80km/hで走る。
全長/3m
体重/3.2t
今回も没ネタからのサルベージです。とはいえ、色の違うフォームへのチェンジと髪の毛状のデザイン以外はほぼ描きなおしました。フォームもまだ出してませんけど三つから四つに増やしてますというのも変身ツールがサイコロなので、三つだと面の数と対応していないからです。それでも足りない蓋二つは武器を選択する面にしました。なんか計画性が感じられないなあ。
ということで、次回は赤いXIGMADです。
【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。
「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。
「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。
「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。
「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE
今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。
「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか?
「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか?
「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22
理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8
ぱおにゃん? 弾射音ショートショート集Vol.2
暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん!」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう?……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録。本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78
デイズ・オヴ・ホミサイド
どうして人を殺すのが悪いことかわからないって? じゃあ、こんな話はどうだ?……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA
彼女の手の中のバービー
彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく--美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ
レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。
いどぅるが手許にないのだ。
人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。
そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。
ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。
行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。
そんなとき、少女・ナオミが現れる。
彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。
はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか?
夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0
A FUNNY STORY OF A SAD STORY
Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world?
This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).
http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE
※この本は英語版です。
HAPPY ENDING and MIAI
This book contains two love stories that occurred in Japan.
“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her?
“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS
※この本は英語版です。
パッチワールド
人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E
【murbo既刊本】
宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80
宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ
戦え!宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG
編集後記
第32号の編集後記(雑談)です。
murbo/自分の文が責了で校了という事にしたので、一応、第32号、完成しました。
毎度、皆さまありがとうございます。
今回の表紙はちょっと社会派なところを出そうと思いました。
何年も前から気になっていて写真など撮ってアップしていてんですが、全く話題にならなかったので、上手い事格好つけて撮ってみました。
これのポイントはただ似せているだけではなく、パンツのボタン状の丸を塗りつぶしているところです。また、以前はキャラクターにMASCOTという文字がのっていてそれも消されていることです。MASCOTは問題ないじゃないかw
単純に面白おかしいということと、ここ、シャッター街で商店街による活性化イベントなどやってるのにこういうの野放しという雑な感じも田舎感が出ていていいなあと思ったのです。
まぁ、問題はシリアスですけど。
これ以上の社会派は限界なので出来ません。また花です。あ、コンクリート像シリーズやりますよ。
渡辺哲也/社会派な主張は無いほうがいいですねw
murbo/そうですね…… またPAC3のレーダーだけとかは載せたいですが。
渡辺哲也/あ~それまで主張になるんですかねw
アニメも、狛犬や鳥居なんかも宗教絡みでNGな場合が出てますね。
murbo/北朝鮮のミサイル発射のタイミング次第ですよね。どちらかというと社会派じゃなくて、レーダー部分がハニカムになっていてかっこいいんです。
渡辺哲也/カッコいいですよね。
解釈次第でなんでも社会派になりますねw
murbo/兵器は仕方ない部分あります。こっちは単に形が面白いだけでも通じない人はいますから。
ダメなら花ですよw
渡辺哲也/最近、友人が花で問題になってましたよw
murbo/えー!花もダメなんですか~
渡辺哲也/PV映像で、土手に咲いた黄色い花が風にそよぐカットを撮ったんですよ。
それが特定外来種だったらしくてw
歌に意味が出ちゃうとか言ってw
murbo/あー!オオキンケイギク!
渡辺哲也/世知辛いですw
murbo/あれ、めちゃくちゃ咲いてますね。
渡辺哲也/そうなんですね、僕はその話しで知りました。
murbo/元々、特定外来種じゃなくて行政が道路の脇などへ率先して植えていたんですよ。あとから指定されたので話が厄介になってるんです。
渡辺哲也/たまたま歌詞とリンクしたんですかねw
意味が出たんでしょうね。
murbo/そうですね~、どんな歌詞なんだろう。まぁ派手で綺麗な花ですから事情を知らないと自宅で栽培したくなるタイプですね。
渡辺哲也/社会派のメッセージを完全に取り払うのは無理っぽいですねw
murbo/そうですね~ 宮崎駿監督ですらそうじゃないって言ってもレッテル貼られちゃうくらいですから、ある程度は甘んじて受け流すとか。まぁ適当に。
で、今回から古川モトイさんが参加です。作詞とか作曲とかしています。
地下アイドルなどの作詞も多いので可愛らしい作風に思いますよ。
古川/ご紹介に預かりました古川です。本人はハードな作詞も出来ます!……と主張したいのですが、なんか見た目に反して人間の根っこの部分が可愛いらしくて、およそまあぼさんのおっしゃる通りのようです。よろしくお願いします。
murbo/作詞家に聞く定番質問ですが、歌詞は曲の先ですか?後ですか?
古川/気持ち悪いことを言うようですがほぼ同時です。サビなどは詞と曲が一緒に出てきてくれないと困ります。サビのフレーズに詞と曲を交互に後付けしていく感じになるので、二番とかは曲先になりますね。
murbo/歌いながら作るような感じでしょうか? 曲先がどうかより曲のどのあたりから作るかでしたね。
渡邊利道さんの押し入れから、豹が。は押し入れから豹が出ます。
で、今更ですが、僕は間違えて虎で扉を作ってしまいました。
一応、作家ごとに扉の作成コンセプトを決めておりまして、古川さんのはまだ固まっていませんが、渡邊利道さんのはパプリックドメインの画像などをコラージュで作っています。
その素材探しに世界中の博物館などの画像を検索するのですが、tigerで探していました。すみません。
ドラゴンさんの他人の畑で雑句ザク!は、時の人、豊田真由子さんの話題からデブが焼き肉を食べる話へ。社会派だ…
トビラは筆で書いてます。最初からこれにすればよかったのに何故気が付かなかったのか。たくさん書いて良さそうなのを選んでスキャンしてから再度レイアウトとリサイズしています。
このデブが肉食うところを怪獣を撮るように撮ると愉快じゃないかと思うんですけど。
渡辺哲也さんの今日の妄想はSNSでも大人気の四脚ロボ。
渡辺哲也/3Dプリントとセットでライフワークになってきました!
お金にはなってませんw
murbo/マネタイズは永遠の課題ですねw。電子本も似た感じだから宣伝頑張らないとなあ。
取り敢えず設定考えましょうよ。
渡辺哲也/そうですね、こういうのは設定とちょっとしたお話が無いと成立しませんからね。
最新のは自立型のロボのイメージです。
人は乗らない奴。
murbo/あれ、ダグラムくらいのサイズ感ですか?現用戦車が直立したくらいと言うか。
渡辺哲也/もともと現用AFVなので、全高10Mくらいですかね?
先日、キンザザのBDを買ったので砂漠にしたいですw
murbo/割とあっさり影響受けるんですねw
ドバイの門番とか。
渡辺哲也/タトゥィーンとか、フィフスエレメントとかスターゲートとか、好きなんでw
murbo/フィフスエレメント方向だと遺跡を守るメカってとこですか。タトゥーインだとバラバラでパーツが売り飛ばされていそうです。
渡辺哲也/最初はAFVだったんですけど、腕付けた辺りから
門番っぽいイメージになって、
普通に生活してるメカ原住民みたいなのでも面白いかなって思って今のトコ武装らしいモノを付けてないんですよ。
murbo/メカの国?
渡辺哲也/人間もいてほしいですw
murbo/ロボ巨人と人の共生だ。
渡辺哲也/ブリアレオスとかドラゴンズヘブンのシャイアンとか?かな。
murbo/あー、いましたね~。ドラゴンズヘブンは元々砂漠が舞台じゃなかったでしたっけ?
渡辺哲也/そうですね!
murbo/あんな感じで人がいると親近感湧きやすいです。
渡辺哲也/最近やらなきゃいけない事が多いので、気楽にやりますw
murbo/気楽に出来るのは大切ですね。
渡辺哲也/金にならないんだから100%権利でモノ作りしたいですね。
クライアント居ないのに義務感持つのはバカバカしいですw。
murbo/確かにw。なんか作ってるうちに自分に追われちゃう。
渡辺哲也/それでイヤになって辞めちゃうなんて本末転倒ですからね~
murbo/そうですねぇ、
さて、弾射音さんのリビングデッドシスターは6回目、
身内がゾンビになる中、いくつものゾンビ映画をレンタルして見ている、不気味な状況です。
トビラはうっかり最初に絵を描いてしまったので、続けて描いています。
僕のはジグマッドと言いまして、ボツになった企画を仕立て直したものです。もう全然別物になっているのです。
暫くボツネタは続きます。
てな感じで皆さま今回も配信できます。ありがとうございます。
それは次回も(来月ではないのが気の弱さw)よろしくお願いします。
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